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産
業
界
艶
動
の
強
制大

塚

f則

肘

S
ロ。

EHU門
時
は
九
月
三
日
及
び
十
H
版
山
岡
拙
に
捗
旬
、
.
枇
試
を

以

て

『

E
E
M
O印刷円。
F
d
zロ
四
社
る
制

H
E
M扱
っ
て
ゐ
る
。
沖
業
界
山
田

到
に
附
す
る
刷
論
的
附
先

ω
近
批
を
停
で
日
つ
北
山
魁
助
に
封
す
る

英
、
米
附
凶
貨
謀
耐
A
W
旧
態
度
目
制
迫
を
示
し
て
ゐ
る
拙
に
於
て
救
~
ら

れ
る
叫
聞
が
ル

J

・4
な
し
u
o
此
此
に
其

ω弾
首
を
紹
介
し
た
い
と
思

A
O

且
皿
逗
数
ゲ
月
間
に
、
産
業
界
の
総
動
ピ
並
び
仁
北
一
の

謙
測
正
に
闘
す
る
問
つ
の
著
者
が
相
つ
い
Y

で
現
は
れ

た
o

立
〈
山
中
二
つ
は
英
閥
人
に
依
つ

τ、
他
山
二
つ
は

中
小

米
岡
人
に
依
っ
て
著
は
き
れ
た
の
で
ゐ
る
。

第
一
山
著
者
ピ
グ

1
は

7
1
V
ヤ
ル
川
市
減
仰
統

ω承

織
者
で
ゐ
る
。
第
二

ω
著
者
ヲ
オ
ツ
レ
ス
は
英
凶
人
で

あ
る
が
、
純
出
H

に
於

τ
一
大
企
業
人
材
枇
的
純
情
瑚
附
士

勤
め
て
ゐ
る
。
第
三
山
著
者
U

ユ
ナ
イ
ダ

1
は
聯
邦
準

備
銀
行
内
問
係
者
で
あ

h
、
第
岡
山
り
若
布

A
lデ
イ
ご

ヨ
ツ
ク

λ

ご
は
ア
イ
オ
ヲ
大
山
中
及
び
ジ
カ
プ
大
m

唱
の
商

業
皐
部
内
放
峨
じ
め
る
。
が
か
る
読
方
面
的
代
表
的
植

第
二
十
五
巻

一O
六
五

第
五
臨
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朝t

録

産
業
界
盛
動
内
録
制

威
が
同
時
に
、
同
一
研
究
旭
日
に
其
山
興
味
を
牽
き
つ

け
ら
れ
た
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
共
山
題
材
ど
な
れ
る
事
質

が
現
今
如
何
に
重
要
な
る
問
題
を
成
し
て
ゐ
る
か
舎
一
市

す
の
で
あ
る
。

抑
も
、
産
業
は
甲
道
附
愈
々
後
雑
Z
R
T
化
teぜ
加
へ
、

生
産
者
ご
消
山
武
者
ご
の
距
離
は
日
増
に
遼
越
正
な
る
。

事
情
h
r
(
の
如
〈
な
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
商
工
業
者
が
産

業
界
鎚
動

ω前
途
に
謝

L
て
泊
儲
な
る
縁
組
を
立
て
る

ピ
い
ふ
こ
己
が
盆
々
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。
然
る
に

従
来
、
賀
来
刑
曾

ω大
衆
は
成
業
界

ω成
り
行
き
を
品
開

測
す
る
の
に
気
分
を
主
£
す
る
非
合
理
的
判
断
を
行
っ

て
居
た
が
柏
崎
め
に
、
不
断
に
其
の
珠
洲
を
謀
っ
て
来

た
o

而
も
北

(ω
決
測
は
多
〈

ω
場
合
、
集
合
的
に
後
生

し
て
ゐ
る
。
印
も
、
産
業
界
に
は
絶
え
A
V
過
大

ω
鎚
凱

ε過
大

ω悲
似
己
、
又
過
剰
生
産
己
不
足
生
産
ご
が
夫

々
集
合
的
に
相
交
代

Lτ
現
仏
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
刷
局

め
仁
、
産
業
的
機
構
の
迩
帥
時
速
度
は
会
館
的
に
或
は
迷

き
に
過
ぎ
、
或
は
避
さ
に
過
ぎ
て
辿
順
を
飲
〈
の
で
ゐ

る
。
か
〈
の
如
〈
仁
[
て
、
買
業
批
曾
に
於
り
る
集
合

的
誤
測
の
現
象
が
商
工
循
環
期
(
可

E
o
n
-と
な

る

第
二
十
五
容

一O
六
大

第
五
腕

産
業
界
の
袋
胡
ご
結
び
つ
〈
所
に
、
科
率
的
或
以
合
理

的
方
訟
を
以

τす
る
産
業
界
援
助
山
政
測
に
劃
す
る
欲

求
払
起
れ
ば
、
叉
こ
れ
が
可
能
的
基
礎
も
成
立
す
る
次

第
で
ゐ
る
。

叫1

以
下
、
先
づ
商
工
循
環
期
後
生
の
原
因
に
閲
す
る
前

記
諸
家
的
見
解
を
ば
一
瞥
し
、
次
い
で
此
の
産
業
界

ω

縫
勤
に
駐
す
る
質
際
的
針
策
E
ー
し
て
の
ピ
ズ
ヰ
マ
ハ
・
プ

才
ア
ヵ
ー
テ
イ
ン
グ
に
言
及
す
る
り
も

h
で
あ
る
。

一一

産
業
界
的
縫
勤
に
就

γ
て
な
さ
れ
た
ピ
グ

1
の
透
徹

せ
る
研
究
に
依
れ
れ
ば
.
波
形
を
査

ν
た
後
動
が
、
一
の

頂
鮎
ピ
他
山
頂
齢
、
」
的
問
仁
平
均
七
年
強
的
問
附
十
保

も
つ
つ
、
過
去
数
十
年
に
沙
っ
て
欧
州
舟
業
芥

ω上
に

現
は
れ
て
ゐ
る
o

又
、
同
じ
研
究
に
於

τ明
雄
に
論
訟

さ
れ

τゐ
る
事
例
で
あ
る
が
、
此

ω月
業
界
の
後
動
に

依
つ

t
続
出
世
上

ω損
害
は
制
よ
り
、
仰
は
和
々
の
有
害

な
る
枇
曾
的
結
果
が
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
、

科
学
的
仁
似
る
な
ら
ば
、
手
か
ら
口
へ
の
生
活
階
級
の

人
々
に
劃
し
て
は
、
勤
捺
常
な
き
異
質
所
得
は
、
全
鴎

的
に
は
前
者
Z
等
級
な
る
も
部
分
的
に
は
恒
問
不
向
硬
な

一、"
・".. 



一ー」ー一一

る
所
得
仁
一
較
べ
て
、
主
(
の
奥
へ
得
る
満
足
内
よ
ち
少
き

こ
ご
は
限
界
放
用
の
法
則
が
之
を
一
不
す
所
で
あ
る
。

叉
、
通
俗
的
に
観
察
す
れ
ば
、
不
且
品
集
の
及
ぽ
す
悪
影

響
は
貧
民
.
就
中
祢
貧
者
の
上
に
最
も
激
L
〈
現
は
れ

て
失
業
及
び
失
業
恐
怖
・
真
に
は
こ
れ
に
引
き
ツ
ャ
〈

鋭
餓
や
道
徳
的
頑
成
等
の
様
々
な
る
枇
曾
的
納
寄
金
惹

起
『
る
を
見
る
の
で
ゐ
る
。
然
ら
ば
、
か
〈
も
有
害
な

る
結
川
本
を
疏
ら
す
産
業
界
襲
動
の
原
因
は
何
で
あ
る

由
。

ピ
グ

1
は
産
業
界
趨
動
の
可
能
的
原
因
を
ぱ
三
日
刊
類

に
分
っ
て
ゐ
る
。

第
一
は
異
質
の
原
因
ご
も
い
ふ
ぺ
き
も
の
で
あ
一
り

て
、
農
業
牧
獲
の
麗
動
、
新
俊
明

ω利
用
、
売
業
争
議

及
び
一
公
衆
の
趣
味

ω盤
化
等
M
V
-

』
れ
に
崩
す
る
。
第
一
一

に
は
悲
糊
気
分
及
び
業
制
気
分
の
蔚
ら
す
集
合
的
過
誤

な
る
心
理
的
国
系
を
悲
寸
べ
き
で
あ
る
が
、
此
的
研
類

の
原
因
は
其
ゆ
生
産
に
長
時
聞
を
要
す
る
生
産
捌
に
闘

し
て
肢
も
弼
〈
作
用
す
る
ο

第
三
的
図
案
ど
し
て
は
貨

幣
的
交
換
制
度
な
る
も

ω
が
数
へ
ら
れ
る
。
現
代

ω
産

業
界
に
は
生
産
の
開
拓
制
仁
依
る
分
業
が
行
は
れ
て
ゐ
る

雑

動量

産
業
非
開
勤
の
珠
淵

の
で
ゐ
る
が
、
し
か
も
其
の
問
に
は
貨
幣
制
度
を
背
最

ご
す
る
交
揃
閥
係
が
成
立
し
て
ゐ
て
、
成
品
一
部
門
に

辿
っ
た
撹
乱
的
術
動
が
全
産
業
芥
を
通
じ
て
一
般
的
に

波
及
す
る
に
は
最
も
都
合

ω好
い
事
情
が
存
す
る
。
か

〈
の
如
き
積
々
な
る
図
案
が
相
侠
っ
て
作
用
し
て
産
業

界
り
盤
動
を
惹
き
起
-
』
す
Z
い
ふ
の
が
、
ピ
グ
!
の
見

る
所
で
ゐ
る
。

ウ
ノ
オ
ツ
レ
ス
は
産
業
界
抽
出
動

ω原
闘
が
何
た
る
か
の

究
明
に
就
い
て
は
多
く
努
力
す
る
こ
ご
な
〈
、
彼
れ
自

ら
未
に
一
-
れ
に
劃
し
て
尚
足
な
る
説
明
世
興
へ
得
な
い

で
ゐ
る
o

滋
仁
於

τ彼
は
、
商
工
循
環
期
が
遊
り
得
，
さ

る
も
の
な
る
司
」
ざ
を
前
提
ご
し
て
、
質
業
一
家
の
こ
れ
に

目
隠
す
〈
き
最
善
的
方
訟
を
論
議
す
る
ニ
ご
に
只
管
力
を

注
い
で
ゐ
る
。

V

ユ
ナ
イ
ダ

1
M
過
去
百
年
間
に
於
け
る
米
国
の
経

験
か
ら
立
論

Lτ
、
好
川
反
町
晶
、
不
最
白
地
な
る
も
の
は
進

歩
的
の
過
程
に
在
る
産
業
文
明
に
特
有

ω
一
時
的
現
象

で
あ
っ

τ、
ぞ
れ
は
売
業
が
動
も
す
れ
ば
市
市
的
な
る

進
歩

ω
過
杭
か
ら
偏
侍
す
ξ

傾
向
を
布
す
る
翁
め
に
起

る
Z
設
〈
の
で
あ
る
。

第
二
十
一
丸
谷

一O
六
七

第
五
貌

五

も s
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雑

離

産
業
界
同
盟
到
の
強
測

ρ
1
デ
イ
ご
コ
ツ

p
z
t
は
生
産
財
の
過
剰
生
産
を

ば
商
工
循
環
期
俊
生

ω主
な
る
原
因
E
し
て
認
め
て
ゐ

る。
以
上
に
見
る
所
り
如
〈
、
産
業
界
後
勤
り
原
因
に
就

い
て
は
諸
家
の
聞
に
何
等
意
見
的
一
致
せ
る
も
の
無

(
、
随
つ

τ又
こ
れ
に
劃
す
る
強
防
方
法
に
就
い
u

て
も

諸
見
解
は
匝
々
ご
し
て
相
分
か
れ
る
-
=
い
に
な
る
の
で

あ
る
。
し
か

L
、
米
国
仁
於
り
る
最
近

ω質
際
的
経
験

に
依
れ
ば
、
商
工
業
者
が
産
業
界

ω縫
動
を
ば
逃
り
得

5
る
も
の
ピ

L
τ
受
U
入
れ
る
正
岡
崎
に
、
こ
れ
仁
善

蕗
す
る
勉
め
の
指
針
正

L
て
、
科
離
的
方
法
に
依
る
産

業
界
畿
動
的
珠
洲
怯
た
る
ピ
ズ
ヰ
λ

・
フ
ォ
ア
カ
ス
ア

イ
ン
グ
を
民
〈
採
用
す
る
に
至
る
な
ら
ば
、
産
業
界
経

動
の
頻
繁
皮
ど
そ
の
烈
皮
ご
は
、
共
仁
大
ハ
ー
に
緩
和
さ

れ
る
誇
り
で
あ
る
。
究
ぎ
に
少
L
く
.
こ
れ
仁
閲
す
る

米
闘
の
経
験
乞
顧
ら
み
や
'
ヲ
ご
思
ふ
の
で
ゐ
る
。

一-一

，--ー

ピ
ズ
ヰ
λ

・
フ
ォ
ア
カ
旦
一
7
イ
V

グ
は
米
闘
に
於
て

最
も
良
一
凶
日
に
採
用
さ
れ

t
ぬ
る
。
即
ち
米
闘
に
は
現

在
、
著
名
な
る
専
門
的
産
業
観
測
所
が
五
つ
も
め
荘
。

-
O
六
λ

一
二
六

説
れ
も
定
期
的
に
、
其
の
観
測
J
i

，
結
果
を
後
表
し
て
商

工
業
者

ω斜
め
に
僻
阿
倍
方
策
決
定
上

ω指
師
事
正
な
っ

一
て
ぬ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
搬
測
所
が
槻
測
上
に
使

一
周
し
て
ゐ
る
方
法
は
具
髄
的
に
は
多
利
多
岐
で
あ
る
。

一
し
か
し
・
其
の
活
動

ω根
祇
を
な
ず
戦
略
的
捌
念
に
豆

一
つ
一
ー
は
総
て
そ
の
軌
を
一
に
す
る
。
箇
々
の
観
測
依
額

一
一
者
は
肌
測
所

ω総
括
的
印
象
を
仰
達
さ
れ
、
日

h

ド
仁
従

つ
1
各
箇
的
計
創
世
立
て
る
の
で
あ
る
。
観
測
所
に
於

け
る
判
断

ω錫
め
に
は
生
産
、
蓮
怠
・
物
樹
、
株
式
相

場
智
に
闘
す
る
諸
指
数
が
、
常
時
の
産
業
服
践
を
反
映

↑
す
る
資
料

Z
L
t
利
用
さ
れ
る
。

ζ

れ
ら
山
一
諸
指
数
は

一
之
に
封

L
て
季
節
的
偏
差
や
長
期
的
俊
雄
仁
基
〈
影
響

一
等
山
修
正
が
施
主
れ
る
な
ら
ば
・
常
に
よ
〈
、
北
(
的
嘗

一
時
り
摩
業

ω
活
動
が
正
悦
服
態

rb偏比四
L
て
ゐ
る
程

一
度
仙
如
何
生
市
す
り
で
ゐ
る
。

制
測
所
内
究
栂
的
任
務
は
、
机
測
依
税
者
に
向
っ

て
、
次
の
如
き
質
問
i

答
へ
る
こ
ど
に
在
る
。
卸
ち
、
嘗

時
の
産
業
界
は
其
の
循
環
期
的
畿
動
凶
過
税
上
、
如
何

な
る
位
置
に
立
。

τゐ
る
か
。
過
去
と
賄
業
献
艇
が
嘗

時
の
ヲ
ぞ
れ
ピ
同
様
の
位
置
仁
在
つ
化
時
に
如
何
な
る
現

第
二
十
五
巷

第
五
按

，"・.'.~ 



品
部
が
後
生
し
た
が
。
現
在
知
ら
れ
て
ゐ
る
段
動
誘
畿
の
な
ら
争
、
其
の
際
に
は
叉
常
に
、
捕
捉
の
困
難
な
る
様

諸
困
索
中
、
何
れ
の
も

ω
が
最
も
強
〈
作
用
す
る
か
。
々
の
人
的
図
案
に
畑
地
一
返
す
る
を
避
付
難
い
。
な
ほ
、
都

若
し
経
機
界
の
或
る
一
方
面
に
於
け
る
諸
運
動
が
他
り
一
察
の
針
象
た
る
こ
つ
の
貸
業
事
情
が
精
密
仁
相
似
る
が

方
面
仁
於
付
る
諸
運
動
に
劃
し
て
、
規
律
正
し
〈
織
起
一
如
き
ニ
ピ
は
到
底
有
り
得
な
い
所
で
あ
る
。
た
Z
へ戸

す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
共
の
聞
に
は
川
市

L
τ
yれ
一
簡
の
偶
畿
的
事
項
は
正
確
に
柚
周
知
さ
れ
得

τ
も
E

珠
知

だ
け
の
時
間
的
間
隔
が
あ
る
か
。
こ
れ
ら
に
劃
す
る
答
一
宮
れ
待
5
る
〈
ロ
+
こ
番
目
的
問
識
が
大
戦
守
ゃ
、
大

が
要
求
き
れ
て
ゐ
る
の
で
め
る

o

τ

地
震
や
、
貸
業
上
り
大
失
敗
等
の
形
ゲ
以
て
突
鋭
的
じ

四

一

現

は

れ

山

で

て

、

噛

周

知

5
れ

τゐ
る
仙
の
一
一
切

ω
困
京

米
国

ω産
業
制
測
所
は
従
来
、
度
々
立
(
内
務
測
に
於
一
を
ば
全
〈
撹
乱
し

t
仕
舞
ふ
か
も
測
ら
れ
な
い
。

て
無
抵
な
る
失
敗
を
繰
り
返
し
た
。
し
か
も
併
は
・
そ
一
か
〈
て
、
現
欣
正
し

τは
、
ピ
ズ
ヰ
旦
・
フ
ォ
ア
カ

れ
は
産
業
奴
態
を
安
定
せ
し
め
る
に
就
レ
て
院
に
少
山
ニ
ス
ア
イ
ン
グ
の
投
射
す
る
産
業
指
場

ω党
明
は
其
の
カ

ら
ぬ
貢
献
を
な
せ
る
所
も
あ
っ

τ、
其
の
存
在
の
意
義
一
の
な
は
寒
に
微
弱
な
も
の
で
あ
る
ニ
正
は
、
之
を
守
ふ

は
よ
〈
一
般
仁
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

何
ご
い
こ
こ
ど
が
出
来
な

ν
。
し
か
し
、
米
岡
山
質
挙
制
舶
が
熱
心

っ
て
も
『
科
準
的
強
測
」
な
る
も
の
は
未
ピ
開
拓
の
時
代
一
に
比
の
膝
脇
た
る
売
に
鎚
る
ニ
ピ
に
依
っ
て
、
異
の
闘

に
あ
る
か
ら
、

ξ
の
殻
測
が
屡
々
決
る
の
も
亦
止
む
を
一
絡
を
辿
る
よ
り
も
少
か
ら
4
1
某
の
歩
行
を
安
全
な
ら
し

得
ぬ
次
第
正
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

E
っ
そ
れ
、
貸
業
界
一
め
得
た
り
も
疑
り
無
い
所
で
あ
る
。
論
者
戒
は
い
ム
如

の
事
は
天
慌
現
象
や
海
洋
現
象
ご
は
、
本
来
大
い
に
す
(
一

F
¥
r
ズ
不
ス
・
フ
ォ
ア
カ
ス
-
プ
イ
Y
グ
O
A
W
迩

ω
潟

の
性
質
M
Y

具
る
り
で
あ
る
。
貸
業
州
命
日
十
科
梨
的
に
研
一
め
に
・
市
川
字
上
循
攻
則
な
る
も
り
は
米
川
四
山
産
広
界
が
ら

究
す
る
に
は
、
意
志
主
惜
た
る
筒
々
人
ぃ
y

ら
成
る
諸
々
阪
仁
会
〈
其
川
町
影
を
浪
し
去
っ
た
、

r
は
考
へ
る
こ
ご

の
大
集
群
の
聞
に
於
り
る
相
互
的
影
響
を
取
扱
は
ね
ば
が
出
来
泊
に

L
て
も
、
此
れ
に
劃
す
る
彼

ω閥
的
過
去

雑

鍬

産
業
界
艶
勤
山
政
測

第
二
十
五
巻

一O
六
丸

第
五
僻

t二

-".'. ~ 



雑

鋒

第
二
十
五
巻

一口一七
O

第
五
披

y、

産
業
凶
仲
腿
到
。
融
測

数
年
間
に
於
り
る
努
力
が
、
少
〈
正
も
闘
内
産
業
に
闘

す
る
限
h
、
共
的
循
環
期
的
綾
動

ω
持
説
期
間
£
並
び

に
こ
れ
が
烈
皮
子
炉
』
著
し
く
縮
少
せ

L
め
た
の
は
事
賞

ご
し
て
之
を
認
め
な
り
れ
ば
な
ら
泊
。

主

る
-
】
ご
に
基
い

τ
ゐ
品
。
米
国
内
観
測
者
は
底
汎
な

る
範
聞
に
捗
る
各
柿
産
業
上
の
岡
崎
的
生
産
朕
組
、
製

一
造
一
元
凶
手
持
日
開
高
、
製
造
苅
の
Mm資
賦
況
、
新
規
註
文

の
綱
領
、
小
質
商

ω取
引
高
等
に
関
す
る
豊
富
な
る
資

料
を
ば
虞
〈
渉
殺
す
る
こ
ご
が
出
来
る
。
之
に
反
し

ピ
ズ
ヰ
ス
・
ヌ
オ
ア
カ
ス
テ
イ
ン
グ
が
米
闘
の
産
業
て
、
英
剛
に
は
、
少
数
の
例
外
を
除
け
ば
、
此
等
に
開

界
で
お
さ
め
得
た
右
の
如
き
効
果
を
ば
親
し
〈
、
彼
の
し
て
何
等
信
宇
る
に
足
る
資
料
が
無
い
。
英
闘
賞
業
界

地
に
在
っ
て
見
聞
し
た
予
定
ツ
レ
ス
は
、
此
記
事
主
一
の
侍
統
一
的
気
風
は
、
此
等
を
以
1
偉
業
上

ω機
密
的
事

の
繭

A

一
昔
が
英
凶
に
於
て
も
亦
雄
に
行
は
れ
る
に
歪
ら
ん
項
己
な
し
、
其
の
会
開
h

各
筒
的
作
業
を
ば
.
其
の
競

こ
ご
を
希
望
す
る
の
俄
hJ
、
此
れ
に
閲
す
る
一
書
を
著
一
守
者
仁
謝
し
て
不
利
盆
な
る
地
位
仁
陥
し
入
れ
る
も
の

は
す
に
王
う
た
の
で
ゐ
る
o

其
の
書
に
於
げ
る
彼
の
所
ご
し
て
ゐ
畠
の
で
あ
る

c
L
h
r
L
ピ
ズ
ヰ
ス
・
フ
ォ
ア

志
は
例
よ
り
も
先
づ
、
英
国
仁
産
業
界
援
勘

ω専
門
的
一
カ
ス
-
プ
イ
ン
グ

ω夜
逃
が
粛
ら
す
べ
き
利
益
の
諒
鮒
さ

槻
測
所
を
生
れ
出
で

L
め
る
こ

Z
に
向
っ
て
英
国
聞
の
貫
一
れ
行
〈
に
随
っ
て
、
漸
次
に
右
の
如
、
き
仰
統
的
態
度
も

業
枇
曾
が
充
分
な
る
支
持
を
典
へ
ん
こ
ご
を
訴
へ
や
う
一
改
善
?
〈
二
〈
、
こ
は
叉
逆
に
、
英
国
に
於
げ
る
ピ
ズ

古
す
る
に
あ
る
。

Lhr
も
又
彼
は
一
面
で
は
、
産
業
界
一
キ
λ

・
フ
ォ
ア
カ
ス
ア
イ
ン
グ
の
佐
川
家
に
向
っ
て
部
合

織
動
的
科
卒
的
似
測
が
英
国
に
於

τ布
す
る
質
際
的
可
一
よ
き
影
響
を
山
内
へ
る
一
」
て
に
な
る
で
ゐ
ら
う
0

(

了
り
)

能
性
は
.
米
剛
幽
仁
一
於
り
る
そ
れ
の
如
〈
仁
あ
ら
さ
る
ペ
一

き
こ
ご
を
懸
念
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

け
れ
ど
も
、
こ

れ
は
会
(
、
此

ω仕
事
に
於

τ英
、
米
附
岡
山
観
測
者

が
夫
々
利
用

L
得
べ
き
資
料
の
聞
に
著
し
い
γ

懸
隔
が
あ

a・a，， a-ua


